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ブランドポジショニングや製品開発において，ブランド選択にあたり消費者が
ブランドを差別化する際に重視する重要な属性を明らかにすることは重要である
(Huber, Wilder & Huber, 1997)。
消費者が，ブランド選択において重視する属性を探索する方法として，自由回
答を求める言語プロトコル法と描画法は有効である。言語プロトコル法で得られ
る情報には，消費者が意識的に把握可能な属性が反映され，描画法で得られる情
報には，消費者が認知できない意識下の属性が反映されていると考えられる。さ
らに，描画しながら言語報告をさせるなど，両手法を組み合わせることで，消費
者が意識可能な属性と意識可能でない属性を補完的に探索できると考えられる。
しかし，両手法によって得られたデータに関して，従来の分析には問題を指摘
できる。言語プロトコル・描画データの分析では，項目をいくつかのカテゴリに
分類し集計することが多い。この分析から選択に関わる属性を探索することはで
きるが，それらの属性からどの程度の選択を予測できるのかは明らかでない。ま
た，調査対象者の観点に依存して，同じ言葉や絵であってもその回答が持つ意味
が異なる可能性が存在する。しかし，従来の集計分析では，同じ項目は同一のカ
テゴリに割り振られるため，調査対象者の観点が分析に反映されているとは必ず
しも言えない。
本論文の目的 そこで，本論文では，言語プロトコル・描画データから消費者の意
思決定に及ぼす要因の検討を定量的に行う手法の提案とその有効性を検討するこ
とを目的とする。本論文では，言語プロトコルおよび描画データに計量的意思決
定モデル (竹村・若山・堀内，2004)を適用した手法の提案を行う。竹村他 (2004)
は，言語プロトコルデータが持つ情報の豊富さを活かしつつも定量的な分析を行
い，また決定フレームの観点から言語プロトコルデータが発せられる背景の探索を
可能とする計量モデルを提案している。しかし，このモデルでは実際の選好デー
タを用いた分析がなされていない。そこで，本論文では，情報検索の分野で言語
データの解析に用いられる潜在意味解析と竹村他 (2004)によるモデルとの対応付
けを行い，実際の言語プロトコルデータと選好データを用いた分析を行う。また，
上記のモデルは言語プロトコルデータにおける単語を分析の対象として提案され
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ている。本論文では，描画データから得られる項目を単語と同様に扱うことで，上
記のモデルを描画データへと拡張し適用することとする。
本論文の構成 本論文の構成について述べる。まず，第 2章では，竹村他 (2004)
のモデルを概説し，本論文における適用 (潜在意味解析モデル)について述べる。
次に，第 3章では，潜在意味解析モデルを言語プロトコルデータに適用する。竹
村他 (2004)のモデルは，言語プロトコルデータを対象に提案されているため，ま
ず最初に，言語プロトコルデータのみを対象に分析し，潜在意味解析モデルの有
効性の検討を行う。第 4章では，潜在意味解析モデルの分析対象を描画データへ
と拡張し，モデルを適用する。分析結果から，潜在意味解析モデルの描画データ
における有効性を検討する。第 5章では，補完的に利用するために収集された言
語プロトコルデータと描画データを統一的に分析するために，両データを結合し
たデータに潜在意味解析モデルを適用する。潜在意味解析モデルによる分析結果
を基に，言語プロトコルデータと描画データの補完的利用可能性を検討する。第
6章では，第 3章，第 4章および第 5章における結果を基に，本提案手法である潜
在意味解析モデルに関して総合的に考察を行う。
第2章 意思決定モデル
本章では，本提案手法が依拠する意思決定モデルを説明する。まず，竹村他 (2004)
による意思決定モデルの概説を行い，次に，竹村他 (2004)における決定フレーム
を潜在意味解析を用いて推定する方法を述べる。最後に，竹村他 (2004)のモデル
と潜在意味解析を基にした潜在意味解析モデルについて述べる。
効用モデル まず，決定フレームの集合 F = {f1, . . . , fi, . . . , fm}および，言語表
現の集合L = {l1, . . . , lj, . . . , ln}を考え，それぞれに確率が定義できるとする。こ
こで，消費者がある状況 jにおいて言語表現 lj を行なっているときに，ある一定
の決定フレーム fiが確率的に喚起されると仮定する。また，消費者の意思決定は
多属性意思決定を仮定し，ブランド rを q次元の属性 xk(k = 1, . . . , q)よりなる選
択肢Xrと考える。ここで，Xrの効用を U(Xr)とし，U(Xr)を選択肢Xrにおけ
る属性 xkの部分効用 u(xrk)と，状況 jにおける属性 xkへの焦点パラメータαjkと
の関数として表現する。ここでは，線形モデルを仮定して以下のように表現する。
U(Xr) =
q∑
k=1
αjku(xrk) (1)
ただし，αjkは決定フレームへの注目率の関数であり，属性 xkが決定フレーム fiの
構成要素に含まれる度合いm(fi, xk)の期待値として以下のように定義されている。
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αjk =
m∑
i=1
p(fi|lj)m(fi, xk) (2)
ただし，p(fi|lj)は言語表現 ljのもとで決定フレーム fiが出現する条件付き確率で
ある。αjkは，選択行動などから (1)式を用いて推定できるが，本研究では決定フ
レーム fiが選択に与える影響を明らかにするために，p(fi|lj)とm(fi, xk)とをそれ
ぞれに推定をする。そこで，まず (2)式を (1)式に代入し，以下のように展開する。
U(Xr) =
q∑
k=1
m∑
i=1
p(fi|lj)m(fi, xk)u(xrk) (3)
=
m∑
i=1
p(fi|lj)
q∑
k=1
m(fi, xk)u(xrk) (4)
この展開によって，m(fi, xk)を属性 xkから推定することができれば，選択行動な
どから p(fi|lj)を推定することが可能となり，p(fi|lj)から決定フレーム fiが選択
に及ぼす影響を検討することが可能となる。
潜在意味解析 次に，属性 xkからm(fi, xk)を推定する方法を述べる。言語プロト
コルデータに含まれる個々の単語を属性 xkと考え，単語の出現頻度あるいは有無
を部分効用 u(xrk)として扱う。そして，sは消費者の数，qは単語の数を表すとし
て，サイズ s× qである共起行列をAとおく。本研究では，この共起行列の背後に
ある固有次元を決定フレームと考える。固有次元としての決定フレームを推定する
方法には，潜在意味解析 (Latent Semantic Analysis: 以下LSAと略す; Deerwester,
Dumais, Furnas, Landauer & Harshman, 1990)を適用する。LSAでは，文書と単
語の共起行列を特異値分解し，文書および単語の背後にある固有次元のそれぞれ
の固有ベクトルを求める。本研究では，「文書」を「消費者」に置き換えて，上記
の共起行列Aを特異値分解する。
A = UΣV ′ (5)
ここで，Aのランクを rとすると，Σは対角要素が特異値である r× r対角行列で
ある。U とV は正規直交行列であり，サイズはそれぞれ s× r，q × rである。次
に，単語間の類似度を表す行列積A′Aを特異値分解し，以下のように展開する。
A′A = V Σ2V ′ (6)
= (V Σ)(V Σ)′ (7)
これはA′を V Σで表すことができることを示している。この同値行列 V Σの列
が，単語の背後にある固有次元である。このように LSAで，固有次元における単
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語の固有ベクトルを解析できる。また，消費者間の類似度をAA′とすれば，UΣ
により固有次元における消費者の固有ベクトルを解析できる。
以下では，V Σの標準化された値としてV を用いることとする。V の各要素は
−1から+1の値を取る。+1に近いほど，該当する固有次元の中でその要素が出現
する傾向があると解釈できる。本研究では，LSAにより求められる固有次元を決
定フレームとしていた。つまり，V は，属性 xkが決定フレーム fiに含まれる度合
いm(fi, xk)を要素とする行列であると解釈することができる。以上から，消費者
と u(xrk)の共起行列における固有次元を決定フレームと考えることで，LSAによ
りm(fi, xk)を推定できることが示された。
潜在意味解析モデル 次に，p(fi|lj)を推定する。まず
∑q
k=1m(fi, xk)u(xrk)を行
列で表す。消費者と u(xrk)の共起行列Aと，m(fi, xk)を要素とする行列 V の積
AV は，
∑q
k=1m(fi, xk)u(xrk)を要素とする行列となる。
AV =
⎡
⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎣
u(xr11) . . . u(xr1q)
...
. . .
...
u(xrs1) . . . u(xrsq)
⎤
⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦
⎡
⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎣
m(f1, x1) . . . m(fm, x1)
...
. . .
...
m(f1, xq) . . . m(fm, xq)
⎤
⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦
(8)
=
⎡
⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎣
∑q
k=1 u(xr1k)m(f1, xk) . . .
∑q
k=1 u(xr1k)m(fm, xk)
...
. . .
...
∑q
k=1 u(xrsk)m(f1, xk) . . .
∑q
k=1 u(xrsk)m(fm, xk)
⎤
⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦
(9)
また，AV は以下のように展開され，消費者に関する同値行列UΣに一致する。
AV = UΣV ′V (10)
= UΣ (11)
しがたって，
∑q
k=1m(fi, xk)u(xrk)は消費者に関する同値行列UΣの要素と考える
ことができる。UΣを用いることで，選択行動などから p(fi|lj)を推定することが
でき，U(Xr)に対して最も当てはまりの良い決定フレーム fiを明らかにすること
が可能である。さらに，(11)式からUΣの各列はV の各列と一対一に対応してい
ることがわかる。つまり，UΣから消費者の選好と関連する決定フレーム fiを明
らかにし，その決定フレーム fiにおいて大きな影響を持つ単語を探索できる。
なお，本論文では，決定フレームに一致する選択肢が選ばれると仮定していた。
そこで，
p(fi|lj) ∝ βij (12)
と考え，判別分析から βijを推定し，p(fi|lj)の近似として用いることとする。
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第3章 言語プロトコルデータへの適用
本章では，潜在意味解析モデルを言語プロトコルデータへと適用し，潜在意味
解析モデルの有効性の検討を行う。
調査 大学生 150名を対象として，マクドナルドとモスバーガーのイメージにつ
いて，自由記述と描画による回答を求める調査を行った。A4用紙 4枚と硬度Bの
鉛筆を用い，マクドナルドとモスバーガーに関するイメージの絵を 1枚ずつ描い
てもらい，残りの 2枚にそれぞれのブランドの好きなところと嫌いなところを自
由記述してもらった。また，各ブランドに対して好意度を 11件法にて評価しても
らい，利用頻度を月に何回利用するかで回答を求めた。
データ 本章では，自由記述，好意度，利用頻度を分析対象とする。自由記述に
関しては，2名の評定者がそれぞれ独立に，商品，印象や評価への分類を行った。
結果と考察 ブランド選択の説明を想定して，判別分析を行った。独立変数は調
査対象者に関する同値行列UΣとした。ここでは，同値行列の各列が決定フレー
ムを表すものとし，固有値の上位 10%にあたる 12の決定フレームを独立変数とし
て用いた。従属変数は好意度と利用頻度とし，両変数ともに二つのブランドの値
を比較して，マクドナルドの値が高ければ 1，等しければ 0，モスバーガーの値が
高ければ−1とした。
分析の結果から，言語プロトコルデータから得られた決定フレームが，好意度
に基づく選択の約 5割を説明でき，利用頻度に基づく選択の約 6割を説明できるこ
とが示された。また，選好と関連する属性を確認するために，各従属変数につき，
各ブランドの選択に最も寄与していた決定フレームに関して対応する右固有値ベ
クトルを観察した。決定フレーム中で大きい値を持つ属性から，店舗数の多さが，
好意度ではマクドナルドの選択に寄与していることが示唆され，利用頻度ではモ
スバーガーの選択に寄与することが示唆された。店舗数の多さは，マクドナルド
とモスバーガーを選択する際の共通な中心的な属性であると考えられる。
さらに，決定フレームに含まれる属性に関して，複数の決定フレームにまたがっ
て大きな値を示す属性が存在した。右固有値ベクトルの中で値が大きい上位 3属
性を，決定フレームを特徴づける属性とした。各決定フレーム内で大きな値を持
つ属性の組み合わせを考慮すると，決定フレームごとに同じ属性の異なる側面が
現れていると考えることができる。このように言語プロトコルデータから推定さ
れる複数の決定フレームを用いることで，同じ属性を様々に解釈できる可能性が
示された。
以上から，本提案手法を用いることで，言語プロトコルデータから推定された
決定フレームにおける各属性への注目度から，その決定フレーム中の属性がブラ
ンド選択に与える影響を定量的に評価できることが示された。
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第4章 描画データへの適用
第 3章では，潜在意味解析モデルを言語プロトコルデータへと適用し，潜在意味
解析モデルの有効性を検討した。言語プロトコルから得られた属性がブランド選
択へ与える影響を定量的に評価することができ，また決定フレームごとに属性の
様々な側面を抽出できる可能性が示唆された。そこで，本章では，潜在意味解析
モデルを描画データへ適用し，描画データにおける潜在意味解析モデルの有効性
を検討した。描画項目を，言語プロトコルデータにおける単語と同様に考え，潜
在意味解析モデルを描画データに適用した。
データ 第 3章における調査で得られたデータのうち，描画，好意度，利用頻度
を分析対象とする。描画の分類は，2人の評定者が独立に，描画を 1枚ずつ見て，
描かれている項目を一つ一つ挙げるという手順であった。
結果と考察 第 3章と同様に，判別分析を行った。ここでは，同値行列の各列が
決定フレームを表すものとし，固有値の上位 25%にあたる 18の決定フレームを独
立変数として用いた。判別分析の結果から，描画データから得られた決定フレー
ムは，好意度に基づく選択の約 5割を説明し，利用頻度に基づく選択の約 4割を説
明できることが示された。
また，選好と関連する属性を確認するために，各従属変数につき，各ブランド
の選択に最も寄与していた決定フレームに関して対応する右固有値ベクトルを観
察した。右固有値ベクトルの中で値が大きい上位 3属性を，決定フレームを特徴
づける属性とした。決定フレームの含まれる項目からは，ロゴがブランド選択に
関わっていることが示唆された。ロゴにブランドの様々な印象が集約されている
ものと考えられる。ロゴについては，複数の決定フレームで，大きな値を示して
いたが，各決定フレーム中のその他の属性を考慮すると，それぞれの決定フレー
ムにロゴの異なる側面が現れていると考えられる。以上のことから，提案手法を
用いることで，描画データからも，描画項目が消費者のブランド選択に与える影
響を定量的に分析することの有効性が示唆された。
最後に，本章では，人の意識下の認知成分を反映していると仮定される描画デー
タを用いたが，人の意識的な報告と対比させていないため，描画の特徴が鮮明に
抽出できていないといった問題が残る。人の意識的な認知成分である言語プロト
コルデータと共に分析をする必要があると言える。観点が似ている意識的属性と
意識下の属性は，決定フレームにおいて共に高い値を示すと考えられる。人の意
識的な認知成分を反映している言語プロトコルデータとの組み合わせから，描画
の特徴を検討することが可能になると考えられる。
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第5章 両データへの適用
本研究では，言語プロトコルデータと描画データには，ブランド選択に関わる
属性の意識的認知成分と意識下の認知成分が反映されると仮定しており，両デー
タを併用することで，意識的成分および意識下の成分の補完的な探索を想定して
いた。ただし，前章までの分析では，各データを個別に分析しており，両データ
を用いた場合の潜在意味解析モデルの有効性が検討されているとは言えない。そ
こで，本章では，両手法から得られたデータを結合したデータに潜在意味解析モ
デルを適用し，統一的な分析を行い，潜在意味解析モデルの有効性を検討を行う。
データ 本章では，第 3章における調査で得られたデータのうち，自由記述，描
画，好意度，利用頻度を分析対象とする。
結果と考察 第 3章と同様に，判別回帰分析を行った。独立変数に関して，調査
対象者の同値行列を求める際，第 3章と第 4章で用いたデータを結合したデータを
用いた。また，固有値の上位 10%にあたる 12の決定フレームを独立変数として用
いた。判別分析の結果から，結合データから得られた決定フレームは，好意度に
基づく選択の 5割を説明し，利用頻度に基づく選択の約 6割を説明できることが
示された。また，選好と関連する属性を確認するために，各従属変数につき，各ブ
ランドの選択に最も寄与していた決定フレームに関して対応する右固有値ベクト
ルを観察した。決定フレーム中で大きい値を持つ属性を考えると，実際の利用場
面や，利用する際の印象が，各ブランドの選択に寄与していることが示唆された。
言語プロトコルデータと描画データの補完的利用に関して，第 3章と第 4章で得
られた項目と比較すると，利用場面や利用する際の印象がより鮮明に表れており，
解釈が容易になっていたと言える。しかし，決定フレームに含まれる項目から，言
語プロトコル項目と描画項目を相補的に利用できる可能性が示されたが，本分析
の結果からは言語プロトコルデータと描画データがどの程度関連しあっているの
かについてと，消費者が重視する属性のうち意識的成分と意識下の成分が，選択
においてそれぞれどの程度の割合を占めているのかについては明確ではない。言
語プロトコルデータと描画データとの関連を検討可能にするために，モデルおよ
び解析法の改善が必要であると言える。
第6章 総合考察
第 6章では，本研究の知見のまとめおよび，本研究の消費者行動研究への適用
可能性を述べる。また，本論文における提案手法の課題点を述べる。
本研究の知見のまとめ 本論文の目的は，言語プロトコルデータと描画データか
ら消費者の意思決定に及ぼす要因の検討を定量的に行う手法の提案とその有効性
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を検討することであった。提案手法である潜在意味解析モデルの有効性を検討す
るために，第 3章では言語プロトコルデータを対象とし，第 4章では描画データを
対象とし，そして第 5章では言語プロトコルデータと描画データの結合データを
対象とし，選好分析を行った。言語プロトコルデータ，描画データおよび両デー
タの結合データを用いた全ての分析を通して，選択の 5割程度が説明され，その
決定フレームから選択に関わっていると考えられる言語プロトコル項目と描画項
目が抽出された。それらの決定フレームの中には，同一あるいはほぼ同一の内容
を示す決定フレームであるが，好意度ではマクドナルドの選択を説明し，利用頻
度ではモスバーガーの選択を説明するもの，あるいはその逆に働くものが存在し
た。マクドナルドとモスバーガーの選択において，両ブランドに共通しつつその
選択において中心的な役割を果たす属性の存在が示唆された。また，探索された
項目の中には，選好と関わる決定フレームに限っても，複数の決定フレームで高
い値を示すものが存在した。本研究の結果は，潜在意味解析モデルを用いること
で，属性の重み付き集合で表現される決定フレームから，言語プロトコルデータ
および描画データにおける属性がブランド選択に与える影響の定量的な評価が可
能となることを示していると言える。以上の結果から，本提案手法を用いること
で，言語プロトコルデータと描画データの項目が消費者の選択に影響を及ぼす程
度の定量的な評価を行い，また決定フレームの観点から，言語プロトコル項目と
描画項目の持つ多義性を検討出来ることが示唆された。
今後の課題 最後に，本論文における課題を述べる。本論文での分析結果は，大
学の講義の中で受講していた学生から得られたデータを基にしたものであり，サ
ンプルの代表性が高いとは言えない。また，本分析では，調査参加者に個人差を
想定した分析とはなっていなかった。マーケティングリサーチでは，外的属性 (性
別，年齢，居住地域，学歴，収入など)の特定が重要である。さらに，ブランドに
ついても同様に，マクドナルドとモスバーガーのみを対象に取り上げて選好分析
を行った。他のハンバーガーショップや，他の業態におけるブランドによる検討
も必要であると言える。本論文の分析結果のみを持って，本提案手法の有効性を
結論づけることはできない。本論文で示した分析は，方法論を示したにすぎない
という限界がある。今後は，様々な外的属性のサンプルから得られたデータ，お
よび様々なブランドに対してのデータを収集し，上記に示した外的属性の特定を
通じて，本提案手法の有効性に関して更なる検討を行う必要があると言える。
また，本論文で提案した分析手法や適用例は限られた領域のデータを用いてい
ることに加え，またモデルの仮定を過度に単純化している可能性があることを指
摘しなければならない。さらに，マーケティングリサーチにおいて，本提案手法
の有効性を示すには，より実践的な検討が望まれる。ただし，このような方法論
的問題もあるが，本論文で呈示した手法を用いることによって，より精緻な消費
者の選好の予測，説明が可能になることが期待できる。
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